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山本東海議長会会長
（松阪市）

東
海
市
議
会
議
長
会
は

４
月
13
日
、
松
阪
市
で
第

１
０
６
回
定
期
総
会
を
開
催

し
た
。
新
会
長
は
山
本
芳
敬

松
阪
市
議
会
議
長
。

議
案
審
議
で
は
、
各
県
市

議
会
議
長
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
議
案
４
件
に
つ
い
て
決
定
。

う
ち
３
件
を
本
会
定
期
総
会

へ
の
提
出
議
案
に
す
る
こ
と

と
し
た
。
ま
た
、
令
和
５
年

見本近畿議長会会長
（阪南市）

近
畿
市
議
会
議
長
会

は
４
月
13
日
、
大
阪
市
で

第
88
回
定
期
総
会
を
開

催
。
新
会
長
に
見
本
栄
次

阪
南
市
議
会
議
長
を
選

任
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
令
和

５
年
度
会
計
予
算
な
ど

会
長
提
出
議
案
２
件
に

続
き
、
各
県
支
部
か
ら
提

出
さ
れ
た
議
案
４
件
に

つ
い
て
決
定
し
、
う
ち
３

件
を
本
会
定
期
総
会
へ

の
提
出
議
案
に
す
る
こ

と
と
し
た
。

赤間東北議長会会長
（仙台市）

東
北
市
議
会
議
長
会
は
４

月
13
日
、
仙
台
市
で
第
75
回

定
期
総
会
を
開
催
。
新
会
長

に
赤
間
次
彦
仙
台
市
議
会
議

長
を
選
任
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
令
和
４

年
度
会
計
決
算
、
５
年
度
会

計
予
算
な
ど
会
長
提
出
議

案
５
件
に
続
き
、
各
県
市
議

会
議
長
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

議
案
18
件
に
つ
い
て
決
定
し
、

う
ち
３
件
を
本
会
定
期
総
会

地
方
議
長
会
総
会 

相
次
ぎ
開
催

東
北
・
東
海
・
近
畿

東
北
・
東
海
・
近
畿

東東
北
市
議
会
議
長
会

北
市
議
会
議
長
会

第第

7575

回

総

会

回

総

会

東
海
市
議
会
議
長
会

東
海
市
議
会
議
長
会

第第
１
０
６

１
０
６
回
総
会

回
総
会

近
畿
市
議
会
議
長
会

近
畿
市
議
会
議
長
会

第第

8888

回

総

会

回

総

会

件　名 提出
県名

1 道路交通環境の整備促進 青 森
2 港湾の整備促進及び空港の機能拡充 〃
3 観光対策の促進 〃
4 国際リニアコライダーの誘致実現 岩 手

5 東京電力福島第一原子力発電所事故による放射性物質汚染対策 〃

6 近年の海洋環境変化等に伴う深刻な漁業被害の原因究明と抜本的対策 〃

7 東日本大震災からの復旧・復興に向けた対応 宮 城
8 医療費助成制度の充実強化 〃
9 水道施設に対する財政支援 〃
10 高速交通体系の整備促進 秋 田
11 医師確保と地域への均衡ある医師配置 〃

12 自治体情報セキュリティ対策の抜本的強化に係る支援の充実 〃

13 道路網の整備促進 山 形

14 庄内空港の滑走路延長（2,500ｍ）及び施設整備への支援拡充 〃

15 最上川上流河川整備の推進 〃

16 東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故災害からの復旧・復興加速化のための支援 福 島

17 コロナ禍における価格高騰に伴う支援強化 〃
18 地方の農地の保全及び活用のための支援拡充 〃

東北市議会議長会 各県市議会議長会提出議案

へ
の
提
出
議
案
に
す
る
こ
と

と
し
た
。

度
会
計
予
算
な
ど
会
長
提
出

議
案
８
件
に
つ
い
て
も
決
定

し
た
。

近畿市議会議長会 各県支部提出議案
件　名 提出

県名
1 水道施設更新・改良に関する国庫補助制度の拡充と創設 和歌山
2 地域鉄道（近江鉄道線）存続にかかる税制上の特例措置 滋 賀
3 小児科医および産科医の確保 〃

4 加齢性難聴者への補聴器購入に対する公的補助制度の創設 〃

東海市議会議長会 各県市議会議長会提出議案
件　名 提出

県名
1 帯状疱疹ワクチンの定期接種化 岐 阜
2 脱炭素社会の実現に向けた支援 愛 知
3 児童生徒への教育支援の充実 静 岡
4 きれいで豊かな伊勢湾の実現に向けた取り組みの強化 三 重

〔
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
第
一
部

〔
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
第
一
部
〕〕
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コーディネーター
三浦 まり 氏  上智大学法学部教授
パ ネリスト
岩﨑 弘宜 氏  茨城県取手市議会事務局次長
杉田 弘也 氏  神奈川大学経営学部教授
濵田 真里 氏  Stand by Women 代表
安武 弘光 氏 福岡県議会事務局副理事兼法務監

（本文中は敬称略）

「政治分野におけるハラスメントの防止、
議員活動と家庭生活の両立について」三

浦	

私
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
政
治
、
女
性
の
政
治
参
画

を
促
す
た
め
の
制
度
構
築
、

特
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の

た
め
の
制
度
構
築
の
研
究
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
政
治
の

実
現
を
目
指
し
、
女
性
議
員

を
増
や
す
た
め
、
２
０
１
８

年
に
お
茶
の
水
女
子
大
学
の

申シ
ン
琪キ

ヨ
ン榮
教
授
と
共
同
で
一

般
社
団
法
人
パ
リ
テ
・
ア
カ

デ
ミ
ー
を
設
立
。
こ
れ
ま
で

１
０
０
人
以
上
の
修
了
生
が

議
会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
。
女
性
の
政
治
参
画
に
は
、

制
度
改
正
も
必
要
だ
が
、
女

性
自
身
が
政
治
参
画
の
た
め

の
道
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ

と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

杉
田	
私
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
政
治
を
専
門
と
し
て

い
る
が
、同
国
で
も
女
性
議

員
に
関
し
て
は
こ
こ
20
～
30

年
で
急
速
に
状
況
が
変
わ
っ

て
お
り
、昨
年
の
連
邦
議
会

選
挙
で
は
、女
性
議
員
が
非

常
に
多
く
躍
進
し
た
。オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
二
大
政
党
制

で
、女
性
候
補
者
の
比
率
を

50
％
と
す
る
党
内
ク
オ
ー
タ

制
を
導
入
し
た
労
働
党
は
下

院
と
上
院
と
合
わ
せ
て
議
員

の
過
半
数
が
女
性
。一
方
、ク

オ
ー
タ
制
を
導
入
し
て
い
な

い
保
守
に
当
た
る
自
由
党
・

国
民
党
連
合
の
女
性
割
合
は

20
％
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。

濵
田	

私
は
政
治
の
場
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解

消
や
女
性
議
員
、候
補
者
、選

挙
ス
タ
ッ
フ
が
安
心
し
て
活

動
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、

女
性
に
よ
る
女
性
議
員
候
補

者
の
サ
ポ
ー
ト
団
体
「
Ｓ
ｔ
ａ

ｎ
ｄ 

ｂ
ｙ 

Ｗ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
」
を
運
営
。

女
性
議
員
を
一
人
に
し
な
い

こ
と
を
重
視
し
、ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
、議
員
の
選
挙
、選

挙
以
外
の
時
の
サ
ポ
ー
ト
活

動
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、被

害
を
受
け
た
方
の
相
談
窓
口

が
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る

た
め
、今
年
4
月
の
統
一
地

方
選
挙
に
出
馬
予
定
の
女
性

を
対
象
に
「
女
性
議
員
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
セ
ン
タ

ー
」
を
立
ち
上
げ
た
。

安
武	

令
和
３
年
６
月
、

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法

律
が
改
正
さ
れ
、
セ
ク
ハ
ラ

等
の
防
止
研
修
や
相
談
体
制

の
整
備
な
ど
が
地
方
公
共
団

体
の
責
務
と
さ
れ
た
。
改
正

に
合
わ
せ
て
地
元
新
聞
社
が

「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
議
会
」
と
の

見
出
し
で
特
集
を
組
み
、
地

方
議
会
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

事
例
な
ど
を
報
道
し
た
。
県

内
の
あ
る
女
性
市
議
会
議
員

は
「
お
い
、
お
前
」
と
し
か

呼
ば
れ
ず
、
執
拗
に
無
視
さ

れ
、
一
般
質
問
で
は
「
そ
ん

な
質
問
は
お
か
し
い
、
早
く

終
わ
れ
」
と
野
次
る
な
ど
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
続
き
円
形

脱
毛
症
を
患
っ
た
事
例
や
、

選
挙
時
に
有
権
者
か
ら
体
を

触
ら
れ
た
と
の
事
例
が
紹
介

さ
れ
た
。
世
界
の
潮
流
か
ら

取
り
残
さ
れ
た
日
本
の
議
会

の
現
状
を
揶
揄
し
た
記
事
は

大
き
な
話
題
と
な
り
、
令
和

３
年
の
9
月
議
会
で
は
、
代

表
質
問
や
常
任
委
員
会
で
県

と
し
て
こ
の
よ
う
な
人
権
問

杉田神奈川大学教授
ⓒシロタコウジ

題
に
対
処
で
き
な
い
の
か
と

質
さ
れ
た
。

し
か
し
、県
や
法
務
局
（
人

権
相
談
救
済
制
度
）
も
市
町

村
の
議
会
の
問
題
に
立
ち
入

れ
な
い
た
め
、
12
月
議
会
で

は
、
県
内
市
町
村
議
会
の
問

題
を
含
め
県
議
会
が
解
決
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見

で
ま
と
ま
り
、昨
年
の
2
月
議

会
で
「
地
方
議
会
関
係
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
根
絶
を
求
め
る

決
議
」
を
議
決
。ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
の
た
め
の
条
例
制
定

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

条
例
の
制
定
に
あ
た
っ
て

は
、
議
長
の
下
に
設
置
さ
れ

て
い
る
常
設
の
議
員
提
案
政

策
条
例
検
討
会
議
（
各
会
派

か
ら
の
選
出
委
員
で

構
成
）で
、相
談
窓
口

の
設
置
を
柱
と
し
て
、

県
内
の
市
町
村
議

会
の
事
案
も
対
象
と

す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

①
議
員
間
②
議
員
と

候
補
者
③
有
権
者
・

支
援
者
か
ら
受
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
―
を

対
象
と
し
た
。
検
討

会
議
で
作
成
し
た
条

例
の
素
案
は
、
パ
ブ

ハラスメント事案の相談体制（福岡県議会）

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
意
見
を

募
り
、
で
き
る
だ
け
反
映
さ

せ
た
上
で
昨
年
6
月
「
福
岡

県
に
お
け
る
議
会
関
係
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
た
め

の
条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ

の
条
例
は
、
相
談
も
調
査
も

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
加
害
者
と

さ
れ
た
議
員
の
糾
弾
や
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
を
与
え
る
た
め
で

は
な
く
、
被
害
者
た
る
議
員

が
安
心
し
て
活
動
を
継
続
す

る
な
ど
の
環
境
を
作
る
た
め

の
仕
組
み
で
、
雇
用
関
係
に

お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

と
は
違
う
面
が
あ
る
。

岩
﨑	

取
手
市
議
会
は
議

員
定
数
24
名
の
う
ち
7
名
の

女
性
議
員
が
い
る
が
、
平
成

29
年
12
月
か
ら
30
年
6
月
ま

で
、
女
性
議
員
に
よ
る
議
会

改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

女
性
の
視
点
で
議
会
改
革
に

関
す
る
議
論
を
は
じ
め
た
。

女
性
議
員
の
特
別
委
員
会

で
は
、
会
議
規
則
、
傍
聴
規

則
、
議
場
な
ど
、
原
点
と
な

る
足
元
か
ら
情
報
を
共
有
・

確
認
し
た
。
例
え
ば
、
議
会

の
欠
席
は
許
可
制
だ
と
当
市

議
会
の
議
員
も
誤
解
し
て
い

た
が
、
議
長
や
委
員
長
へ
の

三浦上智大学教授

安武福岡県議会事務局
副理事兼法務監

相談員グループ

（必要に応じて）
調査

ハラスメントの
有無等を判断

➡ ➡

注意 ➡ 中止の求め ➡ 勧告
※さらに、勧告に応じないときは、プライバシーに
配慮した上で、必要な事実を公表できる

県議会による被害防止措置が必要と認められ、
かつ、相談者（申立人）が求めるとき

議長からハラスメントをした相手方に➡

( (
市
町
村
議
会
案
件
は
除
く

専用回線や窓口等で、人権問題
に豊富な知識経験を持つ職員
（指定職員）が相談員への取り次
ぎや相談日時の調整をします。

相談（秘密厳守）

助言

男女比に配慮し､弁護士等
５～６人を委嘱

パネルディスカッション資料より



全 国 市 議 会 旬 報 第 2226 号（3）令和 5年 4月 25日号

欠
席
届
の
提
出
が
規
則
上
の

ル
ー
ル
で
、
欠
席
す
る
こ
と

は
議
員
の
自
己
責
任
で
あ
る

な
ど
、
入
口
の
議
論
を
丁
寧

に
行
っ
て
き
た
（
左
表
）。

ま
た
、
取
手
市
の
7
人
の

女
性
議
員
の
ほ
か
、県
内
、常

磐
線
沿
線
の
千
葉
県
我
孫
子

市
、
柏
市
、
松
戸
市
の
女
性

議
員
に
も
呼
び
か
け
、
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
で
「
イ
エ

ス・ノ
ー
カ
ー
ド
」を
使
う
な

ど
し
て
、
様
々
な
テ
ー
マ
を

通
じ
て
多
く
の
女
性
議
員
と

対
話
し
た
。

例
え
ば
下
図
の

設
問
の
通
り
、
相

違
す
る
家
庭
状

況
に
お
け
る
本
会

議
へ
の
出
席
の
有

無
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
課
題
1
の

子
ど
も
の
場
合
は

「
出
席
」と
の
回
答

が
、
課
題
２
の
親

の
場
合
は「
欠
席
」

と
の
回
答
が
多
く
、
子
ど
も

の
場
合
と
親
の
場
合
で
は
出

欠
に
差
が
生
じ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

議
会
に
は
、
若
者
、
男
性
、

女
性
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
（
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
）
な
ど

多
様
な
人
材
が
必

要
で
あ
り
、
誰
も

が
様
々
な
意
見
を

述
べ
合
う
場
所
で

あ
る
べ
き
。
具
体

的
に
は
、妊
娠・出

産
と
疾
病
等
に
備

え
、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
議
会

改
革
は
結
論
が
す

ぐ
に
出
な
い
の
で
、

一
歩
ず
つ
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
進
め
て
、
事
務
局
職
員
と

共
に
進
め
る
意
識
を
も
っ
て

住
民
と
対
話
し
て
、
よ
り
良

く
な
る
も
の
を
追
及
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

濵
田	

内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
が
地
方
議
会
議
員
を

対
象
に
調
査
し
た
結
果（
下

図
）に
よ
る
と
、⑴
立
候
補
検

討
・
準
備
中
、⑵
議
員
活
動
・

選
挙
活
動
中
―
に
有
権
者
や

支
援
者
、議
員
等
か
ら
受
け

た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
状
況

（
下
図
）は
、男
性
よ
り
女
性

の
方
が
被
害
を
受
け
て
お
り
、

セ
ク
ハ
ラ
や
マ
タ
ハ
ラ
が
大

部
分
を
占
め
て
い
る
。議
会

で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
き
る

一
番
の
要
因
は
、議
会
の
中

に
外
の
目
が
入
り
難
い
こ
と

で
、第
三
者
、市
民
の
目
が
入

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

有
権
者
等
か
ら
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
も
多
く
、
街
頭
演

説
中
に
体
を
触
ら
れ
る
、
怒

鳴
ら
れ
る
、
握
手
し
た
手
を

放
さ
ず
肘
ま
で
触
る
な
ど
。 

選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
へ
の
被
害
も
多
く
、連
絡
先

交
換
の
強
要
や
ス
ト
ー
カ
ー

的
行
為
な
ど
、
個
人
的
な
関

係
に
持
ち
込
も
う
と
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
当
選
回
数

の
少
な
い
立
場
の
弱
い
候
補

者
は
、
人
集
め
に
も
苦
労
す

1
会議規則の欠席事由に「妊娠・出産・育児・看
護・出産立ち合い、忌引、災害等やむを得ない
事由」を明記

2
議員が妊娠・出産や、それらを起因とした疾病を
患い議会を長期間欠席した場合、報酬減額の対
象から除外し、安心して妊娠・出産に臨めるよう
に条例改正

3
「誰もが政治参画しやすい社会をめざし実効性
ある法整備を求める意見書」など3件の意見書
を国に提出
4「取手市議会の在り方に関する決議」を可決
5 議長を経由し、市長に議事堂等の整備を提言
6 傍聴規則を改正し、乳幼児や児童の傍聴を議長の許可なく可能に。また、帽子などの着用も可能に

る
こ
と
が
多
い
が
、女
性
議
員

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
公
募
す

る
と
男
性
希
望
者
が
圧
倒
的

多
数
と
な
る
現
象
も
あ
る
。

地
方
議
員
は
国
会
議
員
と

違
い
公
設
秘
書
制
度
が
な
い

の
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受

け
て
も
一
人
で
対
応
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
状
況
を
変

え
る
に
は
第
三
者
の
介
入
が

必
要
な
た
め
「
女
性
議
員
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
た
。

杉
田	

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
2
年
前
に
議
会
内
で
の

性
暴
力
、
セ
ク
ハ
ラ
が
大
き

な
問
題
と
な
り
、
人
権
委
員

会
の
性
差
別
担
当
委
員
が
議

員
、
議
員
ス
タ
ッ
フ
、
議
会

職
員
の
全
員
を
対
象
に
調
査

を
行
い
、
１
７
０
０
人
（
回

答
率
40
％
）
か
ら
回
答
が
あ

り
、
全
体
の
33
％
、
議
員
で

は
41
％
が
セ
ク
ハ
ラ
被
害
に

遭
っ
た
と
の
結
果
が
報
告
さ

れ
た
。
調
査
結
果
を
受
け
て
、

政
府
・
議
会
が
28
項
目
か
ら

な
る
勧
告
を
行
い
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
撲
滅
を
実
現
す
る
動

き
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
行
動

規
範
を
定
め
、議
員・議
員
ス

タ
ッ
フ
を
対
象
と
し
た
研
修

や
議
会
内
で
働
く
す
べ
て
の

人
た
ち
を
対
象
と
し
た
調
査

権
限
を
有
す
る
24
時
間
対
応

の
相
談
窓
口
を
設
け
た
。
近

く
成
立
が
見
込
ま
れ
る
法
律

で
は
、
独
立
し
た
機
関
が
設

置
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

課
題
と
し
て
は
、
議
会
ス

タ
ッ
フ
へ
の
対
応
は
比
較
的

や
り
易
い
が
、
議
員
や
議
員

ス
タ
ッ
フ
は
政
党
の
絡
み
も

あ
る
た
め
、
難
し
い
面
も
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

労
働
党
は
ク
オ
ー
タ
制
を

導
入
し
て
女
性
が
過
半
数
を

占
め
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対

す
る
手
続
き
も
あ
る
。
ま
た
、

女
性
閣
僚
も
何
人
も
い
る
た

め
滅
多
な
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
自
由
党
は
議
論
に
蓋
を

し
て
し
ま
う
よ
う
な
傾
向
が

あ
る
と
の
話
も
聞
い
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
の
実
現

に
は
議
会
、
各
政
党
、
政
治

家
と
し
て
意
識
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

三
浦	

イ
ギ
リ
ス
で
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
は
、「
相

談
」
「
調
査
」
「
処
分
」
の

3
つ
の
機
能
を
分
化
さ
せ
て
、

専
門
体
制
を
敷
い
て
い
る
。

濵田 Stand by 
Women代表

課題１
あなたは初当選し、間もない女性市町村議員です
生後3週間の子がいます。本会議が開催されます。
出席しますか。YESかNOを決めてください。
誰にも相談しないで約1分以内で決めましょう。
決めたほうのカードを「裏向き」で、テーブルの上に
置いてください。

課題２
あなたは、夫婦共働き世帯の市町村議員です
親が介護の必要があり、普段はデイサービス契約を
結んでいます。急きょ、議会が開催されることとなりま
した。急なデイサービス受け入れは断られてしまいま
した。親を介護する人も、場所も見つかりません。
議会に出席しますか。YESかNOを決めてください。

女性
男性

ハラスメントの状況

0 10 20 30 40 50 60 70

女性
男性

57.6％
32.5％

内閣府男女共同参画局 「令和2年度 女性の政治
参画への障壁等に関する調査研究報告書」から

⑵ 議員活動中・選挙活動中

⑴ 立候補検討中・準備中

 

58.0％
65.5％

YES（出席する） NO（出席しない）

YES（出席する） NO（出席しない）

女性議員による議会改革特別委員会の調査結果

岩﨑取手市議会
事務局次長

パネルディスカッション資料より

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

実
態
と
課
題

実
態
と
課
題

パネルディスカッション資料より
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お
知
ら
せ

次
号
の
旬
報
は
、

５
月
15
日
付
の
２
２
２

７
・
８
号
合
併
号
と
し

て
発
行
し
ま
す
。

德と
く

本も
と

良よ
し

孝た
か
氏（
宮

津
市
議
会
議
長
）４
月
18
日

逝
去
、70
歳
。葬
儀
は
４
月
22

日
、市
内
で
執
り
行
わ
れ
た
。

喪
主
は
妻
の
幸
子
さ
ん
。

訃		

報
議
会
人
事

こ
の
点
は
、日
本
も
参
考
に

す
べ
き
だ
と
思
う
。さ
ら
に

そ
れ
ぞ
れ
が
機
能
し
て
い
る

か
実
態
調
査
の
上
、手
直
し

す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と

に
よ
り
、よ
り
良
い
も
の
が

で
き
る
と
思
う
。

安
武	

福
岡
県
議
会
で
は
、

制
度
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
重
要
と
考
え
、
相
談
事
例

を
積
み
重
ね
、
現
場
で
の
実

態
等
を
踏
ま
え
て
柔
軟
に
見

直
せ
る
よ
う
に
条
例
は
簡
素

に
し
て
、
規
程
に
委
ね
る
構

成
と
し
て
い
る
。

濵
田	

昨
年
、子
育
て
中

に
立
候
補
を
し
た
21
人（
女

性
20
人
、男
性
１
人
）に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
し
た
が
、う
ち
17

人
が
両
親
に
子
ど
も
を
預
け

て
活
動
し
て
い
た
。こ
れ
は

か
な
り
恵
ま
れ
た
状
況
で
、

そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
は
心

身
共
に
か
な
り
厳
し
い
状
況
。

選
挙
カ
ー
の
運
転
手
や
ア
ナ

ウ
ン
ス
係
の
運
動
費
用
は
公

費
負
担
さ
れ
る
が
、シ
ッ
タ

ー
費
用
は
含
ま
れ
な
い
。若

く
て
子
ど
も
の
い
る
人
が
立

候
補
す
る
に
は
、金
銭
面
、環

境
面
と
も
に
、余
程
恵
ま
れ

た
環
境
で
な
け
れ
ば
難
し
く
、

選
挙
期
間
・
議
員
活
動
を
通

し
て
、子
ど
も
の
世
話
を
し

て
く
れ
る
人
を
見
つ
け
ら
れ

る
か
が
大
き
な
課
題
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

杉
田	

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
議
会
時
間
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
連
邦
議
会
で
は
午

後
6
時
半
以
降
は
採
決
は
行

わ
ず
、
家
庭
生
活
を
優
先
し

た
い
議
員
は
帰
っ
て
も
差
支

え
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
は
、
本
会
議
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
、
質
問
は
可

能
だ
っ
た
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
関
係
で
採
決
は
不
可
能

だ
っ
た
。
委
員
会
の
審
議
は
、

引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

岩
﨑	

今
、
議
員
の
な
り

手
不
足
、
女
性
の
政
治
参
画

の
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

危
機
に
陥
っ
て
い
る
議
会
を

改
革
す
る
に
は
、
ま
ず
現
職

の
議
員
が
「
何
の
た
め
に
議

会
が
あ
り
、
ど
う
し
て
い
く

べ
き
か
」
を
再
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
。
取
手
市
で
は
、

こ
こ
を
話
し
合
い
情
報
共
有

し
た
結
果
、
速
や
か
に
オ
ン

ラ
イ
ン
へ
の
取
組
に
繋
が
り

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
取
手

市
議
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

活
用
で
育
児
、
介
護
、
看
護

を
し
な
が
ら
議
会
活
動
は
可

能
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

議
会
改
革
は
多
く
の
議
会

で
行
わ
れ
た
が
、
投
票
率
は

下
が
っ
て
き
て
い
る
の
が
現

状
。
議
会
改
革
と
い
う
内
向

き
の
も
の
で
は
な
く
、
有
権

者
に
向
き
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
街
に
合
っ
た
改
革
を
し

な
け
れ
ば
、
投
票
率
は
下
が

る
一
方
だ
と
思
う
。
自
分
た

ち
の
議
会
に
は
今
何
が
足
り

な
く
て
、
何
が
こ
れ
か
ら
求

め
ら
れ
て
い
く
の
か
住
民
と

対
話
し
な
が
ら
進
め
て
行
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

安
武	

一
般
の
勤
労
者
も

同
じ
だ
が
、
女
性
の
政
治
参

画
に
は
、
夫
や
家
庭
の
協
力

が
不
可
欠
。
例
え
ば
育
児
の

分
担
な
ど
協
力
関
係
が
深
く

な
け
れ
ば
、
議
員
活
動
も
成

り
立
た
な
い
と
思
う
。

三
浦	

家
庭
の
こ
と
は
私

的
な
領
域
な
の
で
自
己
責
任

で
行
い
、公
的
な
こ
と
だ
け

を
行
う
の
が
今
ま
で
の
考
え

方
。し
か
し
、私
的
領
域
ま
で

踏
み
込
ん
で
社
会
的
支
援
を

考
え
な
い
と
、ケ
ア
責
任（
家

庭
内
に
お
け
る
責
任
）が
男

性
よ
り
も
重
い
女
性
に
と
っ

て
今
の
制
度
は
不
公
平
だ
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

濵
田	

「
議
員
の
妻
」
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
結
構
あ
る
が
、

「
議
員
の
夫
」
は
、新
し
い
ポ

ジ
シ
ョ
ン
。そ
の
中
で
夫
と

妻
の
関
係
性
を
つ
く
り
、家

族
の
理
解
を
得
て
活
動
す
る

こ
と
は
、女
性
の
政
治
参
画

が
進
む
に
つ
れ
て
、よ
り
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

三
浦	

女
性
の
政
治
参
画

に
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の

対
応
と
家
庭
生
活
の
両
立
の

2
点
が
重
要
で
あ
り
、
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
意
識
」
と
「
文

化
」
だ
と
思
う
。

制
度
は
い
ろ
い
ろ
と
整
備

さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
最
終

的
に
は
議
員
や
政
治
活
動
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
市
民

の
理
解
が
な
い
と
、
男
性
と

女
性
の
「
ケ
ア
責
任
」
の
違

い
か
ら
く
る
不
公
平
な
立
ち

位
置
が
解
決
し
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

▼
副
議
長

▽
岩
国 

植
野
正
則（
11・15
）

▽
甲
州 

小
野
公
秀（
3・24
）

▼
事
務
局
長

▽
苫
小
牧 

宮
沢
照
代（
4・1
）

▽
宮
古 

前
田
正
浩（
4・1
）

▽
八
幡
平 

及
川
隆
二（
4・1
）

▽
栗
原 

佐
々
木
章（
4・1
）

▽
富
谷 

浅
場　
悟（
4・1
）

▽
鹿
角 

花
ノ
木
正
彦（
4・1
）

▽
酒
田 

長
尾
和
浩（
4・1
）

▽
福
島 

佐
藤
光
憲（
4・1
）

▽
三
条 

土
田
泰
之（
4・1
）

▽
魚
沼 

坂
大　
昇（
4・1
）

▽
黒
部 

霜
野
好
真（
4・1
）

▽
長
野 

久
保
田
浩
樹（
4・1
）

▽
飯
山 

岩
崎　
敏（
4・1
）

▽
稲
城 

奥
谷
庸
子（
4・1
）

▽
あ
き
る
野

 

鈴
木
将
裕（
4・1
）

▽
中
野（
東
京
）

 

堀
越
恵
美
子（
4・1
）

▽
藤
沢 

三
ツ
橋
利
和（
4・1
）

▽
鉾
田 

宮
本
三
郎（
4・1
）

▽
足
利 

飯
塚
幸
夫（
4・1
）

▽
越
谷 

松
村
一
男（
4・1
）

▽
三
郷 

島
村　
徹（
4・1
）

▽
坂
戸 

蔵
西
章
一（
4・1
）

▽
鶴
ヶ
島 

丸
山
昭
義（
4・1
）

▽
船
橋 

高
橋
伸
行（
4・1
）

▽
富
津 

坂
本
秀
則（
4・1
）

▽
津 

福
森　
稔（
4・1
）

▽
四
日
市 

清
水
浩
一（
4・1
）

▽
伊
勢 

北
村
勇
二（
4・1
）

▽
い
な
べ 

市
川
久
春（
4・1
）

▽
可
児 

杉
山
尚
示（
4・1
）

▽
和
泉 

井
阪
弘
樹（
4・1
）

▽
摂
津 

荒
井
陽
子（
4・1
）

▽
長
岡
京 

城
田
賢
二（
4・1
）

▽
甲
賀 

藤
田
文
義（
4・1
）

▽
高
島 

饗
庭
眞
二（
4・1
）

▽
天
理 

松
原
茂
幸（
4・1
）

▽
浜
田 

下
間
麻
利
江（
4・1
）

▽
真
庭 

児
玉
正
裕（
4・1
）

▽
三
次 

児
玉　
隆（
4・1
）

▽
山
口 

眞
砂
義
明（
4・1
）

▽
筑
紫
野 

荒
金　
達（
4・1
）

▽
西
海 

藤
木 

弘
法（
4・1
）

▽
西
都 

伊
達
勝
宏（
4・1
）

▽
曽
於 

笠
野　
満（
4・1
）

▽
姶
良 

原
口
理
恵（
4・1
）

議
員
生
活
と

議
員
生
活
と

家
庭
生
活
の
両
立

家
庭
生
活
の
両
立


